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＜2018 年度事業報告書＞ 
2019 年 9 月 27 日 

 
埼玉県さいたま市大宮区天沼町 1-4-2 立花様方 
特定非営利活動法人クッキープロジェクト 
代表理事 若尾 明子 
電話番号 ０４８−７００−３１６５ 

 
事業の成果と課題 

  
 11 回目を迎えた「クッキーバザール」は、浦和開催に加えて、新たに川越開催にチャレンジしました。第 3
川越いもの子作業所が共催団体としてパートナーになってくださったことが、大きな足がかりとなりました。作

業所の商品開発支援の「バザール準備講座」では、浦和開催にとどまっていては出会えなかった新たな作

業所の参加もありました。特に聴覚障害者の作業所との出会い、手話通訳者の手配や売り場での配慮の方

法など学ぶことが多々ありました。 

 
 「デコッパ卓球大会」は、これまでの 32 チーム参加の大きな大会から、地域密着型の 20 チームで開催、ま

ぜこぜなイベントの楽しみ方を模索中で、2019 年度は大宮エリアでアートに注力した地域密着型開催にチ

ャレンジしようと準備中です。 

 
 障がい者の手作り品の店「おかし屋マーブル」は 2019 年 1 月に 2 周年を迎え、着実に立ち寄ってくれる

子どもたちが増えてきています。パレスホテル大宮協力のシェフ弁当販売により、病院内での認知度も高ま

りつつあります。イベントの新規出店 12 カ所とクッキー外販の機会も増え、忙しさはうなぎ登りですが、販売

手数料の利幅が低く、経営の安定化にはつながらないのが悩ましいです。 

 
 連続受託となった「働きづらさを抱える女性の就労支援事業」では、講座や相談会を通じて、参加者同士

が出会ったり新たな仕事の価値を見いだす機会にはなっていますが、就労までの道のりは遠く、手前の中

間的就労のステップが必要と痛感しています。 

 
 どの事業も、たくさんのボランティアさんの協力で、成果をあげることができました。 
1 年の活動をふりかえり、無償で時間とアイデアとお金を持ち寄ってくださる方々の存在なしには、当法人の

活動が成り立たないことを、あらためて実感しています。 

 
 前年度から事業規模にともなっての運営基盤強化が課題でありましたが、大宮にシェアオフィスを借りて事

務作業環境を整えたり、谷居・浜本の 2 名のスタッフを正社員化するなど、ようやく課題に着手することがで

きました。 
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 次の大きな目標である、「いつでもだれでも立ち寄れる“まぜこぜ”な場づくり・仕事づくり」については、理

事会を中心に企画検討しています。現在、本事務所として入居しているお菓子工房COCOさんの年内閉鎖

が決まり、新拠点整備は待ったなしの状態、会員倍増ならびに認定NPO法人格取得も不可欠です。日々

の事業に忙殺されることなく、新拠点実現に向けて、物件探し、資金獲得、事務局体制づくりの計画をしっ

かりと立てて、取り組みたいと思います。 

 
 まぜて、焼いたら、あらなかよし！ 今後ともご支援よろしくお願いいたします。 

 
NPO 法人クッキープロジェクト 代表理事 若尾明子 

 
 

運営の報告  2018 年 7 月〜2019 年 6 月 

 
 会員数：正会員 ２１人 
     サポーター個人（賛助会員） ５５人 
     サポーター法人（賛助会員） ２０団体 

 寄 付：16 件 49,831 円 

 
 理事会開催：第 1 回 2018 年 7 月 19 日   第 4 回 2019 年 3 月 21 日 

       第 2 回 2018 年 12 月 2 日  第 5 回 2019 年 6 月 6 日 
       第 3 回 2019 年 1 月 29 日          

  



3 

Ⅰ 特定非営利活動に係る事業 

 

１． 福祉でまちづくり事業 
 

1-1 講座・バザール  4 月 3 日・4・5 日＠浦和コルソ、19・20 日＠アトレ川越 

 
● 目的： 

「かわいそうだから買ってあげる」ではなく、「プレゼントしたくなるクッキー」を

目指して、福祉の商品の向上を図るとともに、その成果をお披露目する販売

会を開催する。 

 
● 内容： 
（１）PR 塾（共催：第 3 川越いもの子作業所） 

・ 2018 年 1 月〜、4 回連続講座の PR 塾を川越で開講 

・ 広報の基本や、パウンドケーキづくり等の基本に立ち戻った。 
（２）バザール 

・ 11 回目のバザールとなる今年は、定例の浦和に加えて、第 3 川越いも

の子作業所をパートナー団体として、新たにアトレ川越で開催した。PR
塾企画も含め実行委員会で運営を進めた。 

・ 新たに７作業所を訪問、おいしさのひみつ写真パネルを作成・展示した。

また、浦和会場では、協賛企業であるギター教室「G&E」のコラボでミ

ニコンサートを初実施。 

項目 日付 内容 
実行委員会 11 月 6 日 

12 月 19 日 
1 月 24 日 

・ 川越バザールの企画検討 参加者 6 人 
・ 実行委員を拡大、大宮にて企画をさらに検討 参加者 12 人 
・ バザール開催にむけた広報戦略など話し合う 

PR 塾 
＠川越 

1 月 18 日 
2 月 4 日 
2 月 26 日 
3 月 15 日 
3 月 20 日 

・ もぐもぐ大試食会＆伝わる基本 講師：吉田知津子氏 参加者 43 人 
・ パティシエ直伝しっとり！パウンドケーキ教室 参加者 28 人 
・ ぜ〜んぶ見せます！おかし屋マーブルの売り方 参加者 50 人 
・ パリッと魅せる！ディスプレイの基本 参加者 32 人 
・ 試食会＠さいたま市民活動サポートセンター 参加者 20 人 

準備作業 2 月 24 日 
3 月 30 日 

・ 浦和駅周辺チラシ配布 参加者 6 人 
・ 川越駅周辺チラシ配布 参加者 8 人 

作業所・ 
協賛企業訪問 

3 月７〜16 日 
2 月 10 日〜月末 

・ 取材班、作業所 7 団体へ訪問取材、写真パネル作成 
・ 協賛企業訪問へ 

バザール 浦和 4 月 3〜5 日 
川越 4 月 19・20 日 

【浦和】 
・ ボランティア：120 人 
・ 参加作業所： 16 団体 
・ 売上げ 147 万円、客数 1,495 客 

【川越】 
・ ボランティア：100 人 
・ 参加作業所： 16 団体 
・ 売上げ 94 万円、客数 995 客 

ふりかえり 5 月 17 日 ・ 第３川越いもの子作業所東田事業所にてふりかえりの会 参加者 30 人 

 

川越はマルイ社員有志×谷

居で長机をディスプレイ！ 

パレス伊東シェフがパウン

ドケーキづくりを実演！ 

広告プランナーの吉田知津

子さんと広報の基本を学ぶ 
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● 品作業所 
浦和・川越両方参加 浦和のみ参加 

あゆみ作業所（深谷市） 
大宮太陽の家（さいたま市大宮区） 
シンフォニー（新座市） 
第 3 川越いもの子作業所（川越市） 
晴れ晴れ（川口市） 
福祉工房さわらび（新座市） 
ほっとラウンジ（さいたま市浦和区） 
やまばと（本庄市） 
吉川フレンドパーク（吉川市） 

大宮ゆめの園（さいたま市西区） 
おかし工房 COCO（さいたま市大宮区） 
ちひろ珈琲（さいたま市見沼区） 
パンラッコ（川口市） 
ほっとすてーしょん（川口市） 
ゆめみ野（松伏町） 

川越のみ参加 
おごせ作業所（越生町） 
こすもす作業所（坂戸市） 
第 2 ぷちとまと（上尾市） 
ふれあいの里・どんぐり（毛呂山町） 
森のとうふ屋さんのてづくり菓子工房（所沢市） 
よるべ（滑川町） 

 
● 物品寄付・協賛 

寄付者 内容 
富士ゼロックス埼玉端数倶楽部 チラシコピー A4 カラー両面 5000 部、A3 ポスター200 部 
コミュニティプラザコルソ 売り場の提供、出店料の減免 
アトレ川越 売り場の提供、ゆるキャラの貸与 
パレスホテル大宮 接客応援、ディスプレイ協力（浦和） 
マルイキットセンター ディスプレイ協力（川越） 
彩光舎 イーゼルの貸与（浦和） 
カルソニックカンセイ労働組合 イーゼルと無線機の貸与（川越） 
G&E バザール会場でのミニコンサート協力（浦和） 
ちひろ珈琲 試飲タイムの珈琲（浦和） 

 
● 広告協賛企業 

 

 
● 課題と展望 (担当：若尾) 
・ 開催地をひろげ、埼玉県を面でつなぐという目標に対して、新たな動きをつくれたことは成果だった。 

・ せっかく商品力アップを図ってきたが、現在「新食品表示法」のラベルづくりに各作業所が苦戦している。バザール

やマーブルでの販売を続けるためにも、ラベル作りを重点課題として取り組み、事業を継続できるようにしたい。 

・ 協賛企業さんとは、写真展開催など試みもあったが、まだまだ社会貢献プログラム提案にはいたっておらず、日常

のつながりづくりが次の課題と言える。 

 
 

１−２ おかし屋マーブル（＠埼玉県立小児医療センター） 
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●目的：高度医療を必要とする子どもたちとその家族の方たちに、「障がいがあっても多様な人がいるからお

もしろい」とのメッセージを届けるとともに、来店してくれる方たちが、ほんの少しでも「ほっ」とできたり、笑顔

になれるお店を目指して運営している埼玉県立小児医療センター2F、2017 年 1 月 5 日より平日の

10:00-17:00 に開店している。 

 
●内容：＜運営３年目＞ 
・ 障がいのある人たちによる手づくり商品のアンテナショップ 
・ 地域の多様なボランティアと「まぜこぜ」運営 

・ 買い物とおしゃべり＆立ち話で「まぜこぜ」へのきっかけづくり 
・ 「しごと体験の場」提供（「しごと準備講座」(受託事業)参加者対象） 
・ 患児ママたちの活動パンフ、作業所イベントのチラシ、小児医療センター実施アンケートやチラシ配布

の協力・掲示による「情報交流」 
・ マーブル PR（パンフレットの内容更新＆増刷、2018 年 10 月/1,000 部、2019 年 5 月/1,000 部） 

 
   ＜取引事業所数＞             ※（６階職員ラウンジでのパン、弁当販売 2017 年 2 月～） 

 2017 年１月 
オープン時 

2017 年６月末現在 2018 年 6 月末現在 2019 年 6 月末現在 

焼き菓子等（買取） １２ １８ ２２ ２４ 
パン（買取） ０ ３ １ １ 
弁当（委託・直販） ０ ２ ２ ２ 
雑貨（委託） ８ １１ １６ １７ 

※単発や催事時の入荷団体を含まない 
    

＜参加者/マーブルで活動するひとたち＞ 
 人数・頻度など 概 要 

就労訓練・体験

生 
不定期受け入

れ 
・With You さいたま受託事業「しごと準備講座」参加者を単発で仕事体験と

して受け入れ（のべ 28 人） 
・単位取得にかかる実習場所として大学生受け入れ（1 人） 

こんにちは販売 2 団体 ・製造作業所によるクッキー販売（月 2～3 回）。団体からスタッフ同行。 
ボランティア 29 人 

 
・自営業、リタイアシニア、主婦、患児母、しごと準備講座修了生、福祉事業所

メンバー、大学生など。活動休止 5 名。交通費補助あり 
アルバイト 1 人 マーブルボランティアの中から１名を起用、週１日依頼 
店舗責任者 3 人 1 人以上が責任者としてマーブルで店番 

 
＜マーブルでの販売・イベント・関連のセミナーなど＞ 

7 月 14 日 マーブルボランティア「カレーの日交流会&エアーカレー選手権」で 
まぜこぜ交流 

7 月～9 月 T-シャツ販売 
7 月～9 月 単位取得にかかる立教大生実習受け入れ（1 名） 
8 月 9 日   Ⅰ型糖尿病患者会「青まる」 啓発活動＆店番体験 
8 月中旬   子どもたち＆ママたち＆マーブルボランティア手づくり「アイスくじ！」 
8 月 17、22 日 うりんこくらぶ「うりんこくらぶポテトチップス」販売体験 
8 月 21 日 埼玉県知事より県内障害者就労施設応援企業として「感謝状」を頂く 
10 月 4 日 みんなのバザー＠小児医療センター（クッキー販売ブースと患児ママたちの   

出展エリア担当） 
10 月 6～7 日 日本小児栄養消化器肝臓学会でオリジナルギフトとクッキー販売＠大宮ソニック 
10 月 ハロウィンクッキー販売 
11 月 27 日 「食品表示法に基づく食品表示作成セミナー（主催：埼玉セルプ）」参加 
11 月～12 月  カレンダー販売 
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12 月 クリスマスクッキー販売 
   1 月 4〜11 日 お正月！願い事を書こう 

    2 月～3 月 バレンタイン＆ホワイトデークッキー販売 
    3 月～4 月 シーズンプチギフト販売 

5 月 24 日 シェフ弁当令和元年記念特別特別メニューで「300 個達成」 
6 月 父の日クッキー販売 

   6 月～（7 月） パレスホテル大宮×工房集コラボ夏ギフト・チャリティ商品「ジュエリーゼリー」販売 
   6 月 10 日  ふれあいの里・どんぐりへのパレスホテル大宮・伊東シェフによる味の指導に同行 

6 月 14～28 日 ふっかちゃんフェア 
  

● メディア：ショッパー、東京新聞、アクセス埼玉、やどかり通信、埼玉新聞（手話応援デー特集） 

● 物品寄付 
寄付者 内容 

ファインモータースクール ペーパークラフト 
マルイキットセンター エプロン 
個人 レジ、マスキングテープ、包装用品、清掃用品、ディスプレイ用品 

 
【課題と展望】 （担当：浜本） 
① 商品：クッキーバザーなどにあらたに参加する作業所に納品の意向を尋ねるものの新規事業所開拓は

思うように進まなかった。引き続きクッキー・雑貨の納品作業所を開拓する。また、当法人の消費税納税

が来年度よりはじまることから、全商品価格について作業所と情報交換し必要な対応を行う。 
② ボランティア：概ね前年度と同人数で運営。しごと準備講座修了生のボランティア参加希望が常にある

が受け入れキャパシティーの関係から十分に対応できていない。シェフ弁当の日は、作業所メンバー2

名がボランティアとして継続して参加してくれ参加者層が広がった。メンバーにとっても生活の幅を広げ

る機会となっているとのことで継続していきたい。 
③ 院内の取り組み：病院をみんなで育てる会主催「みんなのバザー」で、マーブルで出会った患児ママ運

営 4 団体/活動に出展・展示してもらうことができた。診察日以外に来院し活動することの困難さや子ども

の体調変化により確実な参加約束がむずかしいなど患児家族の事情も少し分かってきた。引き続きママ

たちの活動しやすさを念頭に交流の機会づくりを図っていきたい。 

④ 収納＆作業スペース：外販と納品機会が増え、シェフ弁当等の販売数も伸びており検品・仕分作業・在

庫の保管には常に工夫とやりくりが必要であった。書類整理を行い改善を図る。 
⑤ 事務作業の円滑化にむけて：ADSL 導入に伴い、クラウドの会計ソフトを用いた納品書・請求書発行が

可能となり、会計と連携できるようになった。通信速度の遅さは課題だが光通信への切り替えは建物の

構造上むずかしく、当面は現状で行う予定。 
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２． 障がい児者の社会参加プログラム開発事業 
 
2-１ デコッパ卓球選手権  10 月 8 日@SSC あすも 

 
● 目的：デコレーションしたスリッパで卓球の腕を競い合い、障がいのある人もない人も、大人もこどもも、

プロ卓球選手もまぜこぜになること。 
   【大会スローガン】堀崎町から世界へ！卓球プロリーグ T.T 彩たまがまちにやってきた 

 
●内容（共催：総合型地域スポーツクラブ SSC あすも） 
・実行委員会形式で運営。当日の参加者のべ

120 人。屋外でのクッキー販売や遊びコーナーも

設置して地域の人たちの参加を促す工夫に取り

組んだ。実行委員長は清雲栄純氏に依頼。 

・プロ卓球リーグ開幕、T.T 彩たまの選手登場、

NHK 朝のニュースで広く広報する機会となった。 
日付  内容 

7 月 12 日 第 1 回実行委員会 目的の確認、スローガン策定 参加者 13 人。 
8 月 11 日 第 2 回実行委員会 部門ごとに企画検討。競技ルール、広報、予算等確認。参加者 16 人。 
9 月 13 日 第 3 回実行委員会 人・もの・場所の再確認、懸案事項の洗い出し。参加者 15 人。 
10 月 2 日 第 4 回実行委員会 NHK 取材 生放送。 
10 月 9 日 大会当日 参加者・観覧者・スタッフ含め 120 人、卓球台５台を利用。 

参加 20 チーム。アフターヌーンショー講師：三枝京子さん。 
10 月 20 日 反省会 各部門にわかれて、当日の振り返り。参加者 13 人。 

● 物品寄付・協賛 
寄付 内容 

埼玉県労働者福祉協議会 ミスタードーナツ券 
毎日興業 男澤会長 商品券３セット 
さくまひでき CD 
総合型地域スポーツクラブ SSC あすも 秋のくだものセット 

● メディア：NHK 朝のニュース「おはよう日本」生放送 

 
【課題と展望】 （担当：谷居） 

・ 新たな場所での開催となり、広さ、会場調整など難しい部分もあったが地域密着型交流イベントとしての

可能性を追求できた。 
・ 2019 年度は旧大宮図書館で開催される「さいたま国際芸術祭」にデコッパ卓球を出展し、アート部門に

注力した交流イベントを目指す。この芸術祭の会場は、段差などバリアフリーに課題があるが、これまで

の経験を活かし、うずまきながらも「まぜこぜ」で楽しめるイベントづくりに取り組んでいきたい。 
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2-２ しごと準備講座 

 
● 目的：不登校・ひきこもり・発達障害・精神疾患など働き

づらさを抱える若者が、仲間と出会い、仕事と出会うため

の「半歩」を応援する連続講座・相談会を目指す。 

● 内容 
・ 埼玉県 With You さいたま受託事業「働きづらさ・生きづらさを抱えた女性支援事業」として、（１）しごと

準備講座（10 回連続×２期）と、(２)グループ相談会「おはなしカフェ」（月１回、全１２回）の２つを実施。 

（１）しごと準備講座 
(1)プレ講座 6/20 6 人参加 講師 浜本由里子 
(2)本講座 ＜第１期＞ 

①導入          6/27 5 人参加 
②からだほぐし 7/4  6 人参加 
③パソコン操作体験 7/11 7 人参加 
  7/25 8 人参加 8/15 7 人参加 
④おしごと体験     7/14〜8/24 
       計 13 日 のべ 24 人参加 
⑤振りかえり       8/29 5 人参加 
⑥フォローアップ   11/28 4 人参加 

＜第２期＞ 
①導入         9/26 14 人参加 
②からだほぐし 10/3 15 人参加 
③パソコン操作体験 10/17 16 人参加 
  11/7 13 人参加 12/5 12 人参加 
④おしごと体験  9/28〜12/6 
     計 19 日 のべ 42 人参加 
⑤振りかえり  12/12 12 人参加 
⑥フォローアップ 2/6 9 人参加 

(3)スペシャル講座 9/5 17 人参加 講師 遠藤ひろみ氏 
(4)実践講座  3/6 13 人参加 

 
（１） おはなしカフェ（グループ相談会） 

アート、アロマ、音楽、漢方茶など、手を動かしたり五感を使いながら、生き方や自立の悩みのお話

をするグループ相談会。自分らしさを肯定し、自己決定の助けとなる場をめざす。 
日付 メインファシリテーター 参加人数 

5 月 30 日 古川晶子さん(さいたまキャリア教育センター) 5 人参加 
6 月 13 日 遠藤ひろみさん(さいたまキャリア教育センター) 7 人参加 
7 月 18 日 遠藤ひろみさん(さいたまキャリア教育センター) 7 人参加 
8 月 22 日 板坂記代子さん（Dance-labo KARADAKARA） 6 人参加 
9 月 19 日 山岸香織さん（摂食障害たちあおい） 5 人参加 

10 月 10 日 若林直子さん（音楽教室主宰） 6 人参加 
11 月 21 日 板坂記代子さん（てきとう工房） 7 人参加 
12 月 19 日 遠藤ひろみさん(さいたまキャリア教育センター) 8 人参加 
1 月 9 日 板坂記代子さん（てきとう工房） 4 人参加 
1 月 30 日 遠藤ひろみさん(さいたまキャリア教育センター) 2 人参加 
2 月 20 日 杜乃美也子さん（漢方セミナー 大人すたいる） 4 人参加 
3 月 13 日 綿貫智子さん（さいたま笑いヨガ優和） 4 人参加 

 
【課題と展望】 
・ しごと準備講座は、ゆっくりペースで受講生にとってよい体験の場となっている手応えはあるが運営体制

としては、おしごと体験に膨大な時間をとられることが課題だ。（担当：若尾） 

・ おはなしカフェは、多様なファシリテーターの力を借りながら、いろいろな体験と出会いをつくるこができ

た。2019 年度は女性支援のスペシャリスト宇野慶子さん・竹森茂子さんをファシリテーターにむかえ、自

己の内面に深く入り込むテーマで開催していく。（担当：谷居） 

 

しごと準備講座イメージキャラクター：半歩さん 

もう家にいるのは「飽きた・・・」でも一人では不安で就職活動に

踏み出せない半歩さん。しごと準備講座では、仲間と出会い、

「しごと」と出会うための「半歩」を応援します。 
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2-３ 交流イベント（会員交流会、作業所見学等） 

 
● 目的：会員の相互交流とまぜこぜを実践するための多様な交流の場をつくる。 
● 内容 

イベント 日付 内容・参加人数 
エアカレー選手権  7 月 14 日 理事持ち回り企画第１回＠大宮南公民館 

会員やマーブルボランティアとカレーづくり 25 人参加 
講演会仕合わせな仕事つくり方〜福祉×ア

ート 川口太陽の家の実践 
8 月 25 日 総会記念特別講演会＠市民会館うらわ 

講師：みぬま福祉会 総合施設長 松本哲さん 40 人参加 
芸・芸・芸 クリスマス大慰労会 12 月 25 日 参加者全員で芸をもちよってのお楽しみ会 

共催：お菓子工房 COCO 参加者 37 人 
クッキーお茶会 6 月 15 日 理事持ち回り企画第 2 回＠フレンズネットカフェ 

18 人参加 

【課題と展望】 
・ マーブルのボランティアや会員さんが一同に回することで、重層的にひろがりができるのが面白く、当法

人らしいまぜこぜで笑える企画となった。ただ、収益性が低いため、理事持ち回りなど工夫して、無理の

ない形で続けていきたい。（担当：若尾） 

 

３． 企業の社会貢献プログラム開発 
3-１ バリアフリー研修／パネル展示 

 
● 目的：バザール１０周年記念として作成した「おいしさのひみつ写真集」を活用して、障がい者理解のた

めのバリアフリー研修やパネル展示を通じて、協賛企業等に PR する。 
● 内容： 

・ 各地でクッキー販売とあわせての「おいしさのひみつ写真展」をしたほか、大学等のゲストティーチャーと

しての事例発表の機会に写真パネルを活用した。 
11 月 17 日 カルソニックカンセイ大感謝祭 
11 月 23 日 Kids Art Project/うりんこくらぶ＠おおとね図書館 
3 月 28 日 タムロン食堂前スペース 
5 月 8〜31 日 埼玉トヨペット本社 はあとねっと輪っふるギャラリー 
6 月 11 日 連合埼玉女性委員会研修会＠全労済会議室 

 
【課題と展望】（担当：若尾） 
作り手の写真をみていただくことで、日頃障がい者と接点がない人にも作業所をイメージしやすくなったと実

感している。実際に協賛企業の新規開拓としての広報ツールとしてはまだまだであるが、ひきつづき冊子と

パネルを活用していきたい。パネル作製のために作業所を訪問することで、各作業所との関係づくりのよい

機会になっている。実際に企業から有償で研修を受託するには至らなかっため、バリアフリー研修事業はい

ったん見送りたい。 
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3-２ チャリティ商品企画・外販 

●目的：地元のイベントや企業実施のイベント等でクッキー販売を行ったり、ノベルティ商品やチャリティー商

品の開発を行い、販売拡充と認知度の向上・拡充を図る。 
●内容： 
（１） パレスホテル大宮によるチャリティ企画（２商品）  

① パレスホテル大宮特製「シェフ弁当」の販売を継続して

実施（2017 年～、月 1 回） 
② 同ホテル・工房集・マーブルのコラボ企画「夏のゼリーギフト」販売（３年目） 

毎月第 4 金曜日 「シェフ弁当」予約販売実施 
2019 年 6 月～（同 7 月） パレスホテル大宮×工房集×おかし屋マーブル 

「夏のゼリーギフト」（135 セット） 

（２） 置きクッキー：オフィスの一角やレジ横に販売スペースのご提供をいただいて販路拡大 
＜設置場所＞                             ※いずれも継続 
・コワーキングスペース７F  ・埼玉大学生協   ・ラダースポーツ北与野店 

（３）地元イベントや企業実施のイベント等でクッキー販売とノベルティー商品開発を実施 
日時 出展/納品 備考 
8 月 21～23 日 マルイ「インクルージョンフェス」＠東京都中野区 （初） 
8 月 26 日 クッキープロジェクト総会＋松本哲さん講演会  
8 月 28 日 佐田建設 安全衛生大会（わいわいセット）  
9 月 1 日 毎日グループ文化祭/毎日興業  
9 月 8～9 日 リレーフォーライフジャパンさいたま＠緑区  
9 月 9 日 劇団どくんご葛西公演  
9 月 13 日 連合ゴルフコンペ（わいわいセット） （初） 
10 月 4 日 「みんなでバザー」＠小児医療センター  
10 月６～7 日 日本小児栄養消化器肝臓学会＠大宮ソニックシティ （初）ノベルティ 
10 月 8 日 第 7 回デコッパ卓球選手権＋あすも祭り＠SSC あすも （初） 
10 月 12 日 連合 SAITAMA 女性委員会会合  
10 月 29 日 しかてぶくろ縁づくり市＠ヘルシーカフェのら  
11 月 3 日 パル草加センター青空市  
11 月 10 日 パル蕨センター青空市  
11 月 10 日 Women Biz Festa＠大宮ソニックシティ （初） 
11 月 14 日 県民の日イベント/With You  
11 月 14 日 ドナルド・マクドナルド・ハウス オーブンハウス （初） 
11 月 17 日 Tida カフェ＠大宮太陽の家  
11 月 17 日 カルソニックカンセイ大感謝祭 （初） 
11 月 18 日 毎日興業＠ゆうゆうフェア （初） 
11 月 23 日 Kids Art Project/うりんこくらぶ＠おおとね図書館 （初） 
12 月 5 日 野口体操のの会 （初） 
12 月 14 日 森島工務店（ギフト）  
12 月 18～19 日 マルイキットセンター愛の募金 社内販売 
12 月 17 日 のぞみの会（クリスマスギフト） （初） 
1 月 7 日～17 日 「ハートフルクッキー」販売＠埼大生協 企画/埼大学生委員会 
2 月 2 日～3 日 With You フェスティバル＠With You さいたま  
2 月 8 日 ファインモータースクール（バレンタインギフト） ノベルティ 
2 月 8 日 佐藤製型株式会社（バレンタインギフト）  
3 月 11 日 ファインモータースクール（ホワイトデーギフト） ノベルティ 
3 月 15 日 小児医療センター「地域連携懇談会」 クッキー・飲物 
3 月 20 日 こども☆夢☆未来フェス/手話応援デー啓発 ノベルティ 
3 月 6 日 連合さいたま女性委員会/国際女性デー（ラスク） ノベルティ 
4 月 27 日 連合埼玉 埼玉県中央メーデー クッキー+WS 
4 月 27 日 しかてぶくろ縁づくり市＠ヘルシーカフェのら  
4 月 29 日 まるごとバイクフェスティバル/ファインモータースクール  
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5 月 8 日 毎日興業・社員表彰用（メダルクッキー＆プチギフト） ノベルティ 
5 月 11 日 はあとねっと輪っふる田植え  
5 月 25～26 日 ギターカーニヴァル 2019 埼玉・浦和 ノベルティ・クッキー 
6 月 1 日 月のとかげプロジェクト＠さいたま新都心 （初） 
6 月 8 日 手話応援デー・手話啓発 ノベルティ 
6 月 11 日 連合女性委員会  
 42 件 うち（初）12 件 

【課題と展望】 （担当：浜本） 
① チャリティ商品：「シェフ弁当」販売数は年間で 2,924 個（前年比 460 個増、243 個/月平均）を数え、

病院関係者に定着しマーブル運営の柱の１つとなった。またシェフ弁当日は、店番ボランティア、しごと準備

講座受講生・修了生、作業所メンバーも（ボランティア）として参加し、まぜこぜで活動できる貴重な機会とな

っている。マーブルで「まぜこぜ」での活動機会が広がる取り組みをひとつでも多くできるよう考えたい。 
② 置きクッキー：置きクッキーで販売されている商品の多くは 100 円だが、原材料費高騰、工賃見直しな

どの理由で 100 円の商品をつくる事業所が１つ減った。元々多くない 100 円の商品をつくる事業所が消費

税増税に伴い今後さらに減ることが予想される。消費税増税等への対応に関するアンケートを各事業所に

行いつつ、置きクッキーの仕組み自体について必要な見直しを図る。 

③ 外販：今年度あらたに出展・納品機会をいただいたものは 12 件（昨年度 6 件）。その中の一つで、小児

医療センタ―医師のご協力により、「日本小児栄養消化器肝臓学会」休憩スペースでクッキーのサーブと

「オリジナルギフトボックス」の販売を実施。学会への初の出店でありまた他の都道府県で診察・治療に当た

られる医師の方々に当法人の活動を知っていただく貴重な機会となった。 
クリスマス、バレンタイン等の季節商品、クッキーバザール開催期の仕入れは前年度同様難しさがあった

ことから、引き続き新たな作業所の参画を得ていくことが必要。 

 
   
        
 
 
 
 
 
 

     手話応援デー         連合埼玉・メーデー      日本小児栄養消化器肝臓学会 
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４．障害福祉サービス事業 
４ 新拠点整備 

● 目的：障がいのある人ない人、ニートも学生もシニアも、いろんな人がまぜこぜ働いて、新たな出会いが

生まれる場をつくる。そのための準備をすすめる。 

● 内容： 
・ お菓子工房 COCO 内の本事務所、おかし屋マーブル、シェアオフィス 6f の 3 拠点がある。この働く環

境を改善するとともに、新拠点で多様な人が働ける場を開こうと企画検討を重ねた。 
イベント 日付 内容・参加人数 
講演会仕合わせな仕事つくり方〜福祉×ア

ート 川口太陽の家の実践 
8 月 25 日 総会記念特別講演会＠市民会館うらわ 

講師：みぬま福祉会 総合施設長 松本哲さん 40 人参加 
理事視察研修 1 月 9 日 横浜方面の障がい者施設「カプカプ」「トランジットヤード」、若

者の就労支援の「250 食堂」「めぐカフェ」を訪問。 

【課題と展望】 
当初は就労継続 B 型取得を検討しており、現在、障がい者以外もいっしょに働ける枠外のしかけを必ずい

れる方針。当面は制度枠外の小規模クッキー工場からスタート、現在は物件探しに着手、10 坪できるだけ

安くて条件のあう物件を探したい。新拠点構築の中で、「まぜこぜ憲章」も整備する。 

５．管理部門 
5−1 広報 

● 目的：クッキープロジェクトの活動、関係する団体との連携なども含め、内外で情報共有を円滑にし、発

信することで、認知度・信用度を高め会員やファンを増やす。 

● 内容： 

・ クッキー新聞：年 2 回発行、WEB や SNS にて、日々の活動、イベントの告知や報告を情報発信 

・ 6／21 広報の専門家らと広報部準備会を立ち上げ（6/21）広報部組織化に着手 
【課題と展望】 (担当：谷居) 
事業の拡大により、事務局だけで担うには負担が大きくなって来た。またこれまで事務局内だけで完結して

しまっていた情報を少し外側に位置づける「広報部」と共有することで、引き続き、新たな視点からの受発信

を活性化させていきたい。新たな広報ツールの開発に取り組むと共に、的確なタイミングでの情報発信に引

き続きとりくんでいきたい。 

5−２ 総務・運営基盤強化 

● キャビネットの導入など、マーブル店内および、6F の環境を整備した。（連合愛のカンパ助成） 
● 会計用のウィンドウズ PC を導入（ネットワーク SAITAMA21 運動より寄贈） 

● 認定 NPO 格取得に向けて、シーズ・認定 NPO 振興会に加盟、理事が学習会に参加した。 

 

Ⅱ その他の事業 

なし 


